
－60－

●研究動向・成果

つくばエクスプレス開通が及ぼす
交通行動への影響の分析
－GPS携帯電話・Webによる新たな交通行動調査手法を用いて－
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１． はじめに
　2005 年８月、つくば（茨城県）と秋葉原（東京都）
を最速 45 分で結ぶ新規鉄道つくばエクスプレス（以
下、TX）が開通した。これまで、つくば中心部と
東京を直接結ぶ交通手段は道路混雑の影響を避けら
れない高速バスであったことから、TX開通に伴う
所要時間の短縮や定時性の向上は、人々の交通行動
やつくばの交通に大きな影響を及ぼすものと考えら
れる。
　本研究では、TX開通が及ぼす影響を把握するた
め、GPS 端末（本研究では GPS 携帯電話）とパソ
コンのWebを組み合わせた新たな交通行動調査（以
下、プローブパーソン調査）手法を用いて、つくば
周辺で生活する人の交通行動を調査した。
本稿では、調査の実施方法・結果の概要を紹介する。

２． 調査実施概要
①プローブパーソン調査手法

　本研究では、近年、交通行動調査の一手法として
適用されはじめているプローブパーソン調査 1）2）に
より交通行動を調査した。この調査手法は、従来の
紙ベースのアンケート調査に比べ被験者の負担が小
さく長期間の調査が可能であること、また GPS 端
末（GPS 携帯電話）により人の移動を位置と時刻
の両面で捉えることが可能なことから、TX開通前
後にわたる交通行動の変化、及びつくば周辺の道路
利用の実態を詳細に把握できるものと考えられる。
②調査概要

　つくば市周辺に居住もしくは就業する 73 名のモ
ニターを対象として、TX開通前後の約２ヶ月間、
調査を実施した。
　モニターの調査協力内容は、外出する際に GPS
携帯電話（調査者が貸与）を所持し、トリップ（移

動）の出発・到着時に図－１に示す操作をする。ま
た、１日１回程度、自宅等のパソコンで図－２に示
す調査専用サイト（以下、Web ダイアリー）にア
クセスし、トリップ情報（移動目的、利用交通手段
等）を入力する。
　以上のモニターの協力により、調査期間中のト
リップデータを表－１に示す内容で収集した。

３． 調査結果概要
①通勤の出発時刻・所要時間の変化

　つくば周辺から東京周辺へTXで通勤するよう

図－１　モニターの協力内容

図－２　GPS携帯電話とWebダイアリー
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になったモニターの平均通勤時間を図－３に示す。
TX利用に伴う所要時間の短縮により朝のゆとり時
間が創出され、所要時間のばらつき（標準偏差）に
ついても小さくなっていることがわかる。
②新規道路の利用状況

　TX研究学園駅と既存の幹線道路を結ぶ道路とし
て新たに整備された県道 19 号は、駅へのアクセス
道路としてだけでなく、図－４に示すような車利用
者の通勤経路等としても利用されていることがわか
る。
③駅周辺での送迎トリップの駐停車状況

　TXつくば駅周辺への送りもしくは迎えのトリッ
プ（TX利用に伴う送迎に限らない）では、図－５
のように駅出入口周辺の道路上での駐停車がみられ
る。 ４． おわりに

　本研究では、人の交通行動データをもとに、TX
開通に伴う影響を分析した。
　なお、本研究は国土技術政策総合研究所道路研究
室と筑波大学都市交通研究室の共同研究として実施
したものである。
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表－１　調査概要

図－３　通勤で TXを利用するようになったモニター（つ
くば周辺→東京周辺）の平均通勤時間

図－４　通勤で新規道路を利用するモニターの移動軌跡の例

図－５　送迎トリップにおける駐停車位置（つくば駅周辺）

調査期間 
TX開通前：2005.7.4～7.24（21日間） 
TX開通後：2005.8.24～9.30（38日間） 

モニター 
つくば市周辺に居住もしくは就業する73名 
※TX開通前・開通後ともに同一のモニター 

各トリップで収集するデータ 
〔GPS携帯電話〕 
・出発および到着時刻、移動軌跡、目的地 

〔Webダイアリー〕 
・移動目的、利用交通手段、出発地、コメント

※コメントは任意でトリップの際に気づいた点（混雑状

況など）を入力 
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自宅位置 

既存道路経由での通勤  19回 

新規道路経由での通勤  5回 

勤務先位置 

【TX開通後(8/24‑9/30)の通勤での移動軌跡】 

国道6号

国道408号 

県道19号
（土浦市）

（つくば市）

つくば
駅

  
 

 

※調査期間中（2005.7.4‑7.24，8.24‑9.30）のデータで集計 
※集計対象は送迎目的でつくば駅周辺を出発地または目的地とする

車利用のトリップ 
※駐停車時間は送迎トリップの前または後でつくば駅周辺に滞在し

た時間 

凡例：駐停車時間（分）
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0～ 5




